
　下野市自治基本条例が平成26年４月１日に施行してから10年目を迎え
ました。
　策定の準備のために約２年かけたこの条例は、下野市のまちづくりの基
本事項を定めた条例です。市民や事業者と市職員が協議を重ね、意見交換
会や市民フォーラムの開催、ニュースレターの発行などにより情報提供を
しながら条文の素案をつくりました。
　条例の第38条では、条例の施行後５年を超えない期間ごとに、市政がこ
の条例に基づいて行われているかどうかを市民参画の下に検証することが
定められています。平成30年度には条例施行後はじめての検証作業を行い
ました。
　そして前回検証から５年目を迎える令和５年度に２回目の条例検証を行
うことになり、市民や学識経験者で構成す
る自治基本条例検討委員会を設置しました。
　この委員会には「らいさま」の編集委員
も参加します。自治基本条例情報紙をつくっ
てきた市民としての視点から条例について
考え検証してきます。
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【表紙】 三王山古墳群と緑

　現在、下野市内の平地林があちらこちらで減少したり荒れ
果てたりしていると実感されているかと思います。一度失っ
た自然（平地林）を戻すには数十年の時間が必要となりま
す。整備された平地林の中を歩くと血圧が安定したり免疫力
が上がったりする効果があるといわれており、生活する場所
の近くにそうした平地林があることは私たちの生活を豊か
にしてくれると思います。
　そのためにも今ある平地林を地域の宝と捉えて守ってい
く事が重要になると感じました。市内では地権者と市民団体
がこの重要性を共有して具体的に保全整備しているところ
もあります。皆さんも現地を訪れ有効性を体感し共感をして
いただいて、平地林を守り育む協働の活動に参加されてみ
てはいかがでしょうか？（黒須）
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（前文一部抜粋）
これからは、自然・歴史・文化などの恵まれた下野市の特性を更にいかし、人びとの営み
を次世代へ引き継がなければなりません。

　姿川沿いに整備された蔓巻公園（つるまきこうえん）は、周りにのどかな田園風景が
広がり市民の憩いの場となっています。北方に男体山、東方に筑波山、西方に太平山、
南方には運が良ければ遠く霊峰富士山を望むことができる緑豊かな公園です。
　蔓巻公園の北側には箕輪城跡があります。箕輪城については築城年代や城主が正確
にはわかっていませんが、国分寺一帯の領主であった小山氏によって築かれたといわれ
ています。
　姿川西岸の河岸段丘上に在る城からは、石橋・小山方面を羨望できました。

　箕輪城跡は雑木林に囲まれ
ており、ひんやりとした空気
の中に生い茂った樹木の中央
には磐裂根裂神社（いわさく
ねさくじんじゃ）が静かに佇
んでいます。

　箕輪城跡は関東ふれあいの道
のルート上にあります。
　「関東ふれあいのみち」（首都
圏自然歩道）は、関東地方の一
都六県をぐるりと一周する長距
離自然歩道で、 美しい自然を楽
しみながら、田園風景、歴史や
文化遺産にもふれあえる道です。

　蔓巻公園や箕輪城跡の他にも下
野市にはすてきな自然や緑がいっ
ぱいあるよ。そして森林は生物多
様性を確保する貴重な資源でもあ
るんだ。だれもが自然にふれあい
緑を楽しむことができるようにみ
んなで今ある自然をきれいに管理
できると良いね！
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お宝発見！箕輪城跡
　下野市のお宝のひとつ　箕輪城跡を紹介します。
　箕輪城跡は、中世の山城としての歴史資産ですが、神社の鎮守の森でもあ
ります。また、周りに集落があることから、昔は里山とした使われてきた可能
性もあり、様々な歴史的背景のつまったヤマ（平地林）です。
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＜特集＞
　 ヤマ（平地林）とくらし

キンラン、ギンランが咲き出した！
小林攻洋（元NPO法人いなぎ里山グリーンワーク事務局長）

　市民有志でこの会（以下「GW」）を立ち上げたのは約20年前のことです。当初から生活協同組合（パルシステム東京）との協働事業
として立ち上げました。GWは里山の再生を、生協は組合員に農業体験をしてもらうことを目的とし、活動資金は生協が提供、組合員の受
け入れ（年間３～４千人）はGWが担うというウインウインの関係で発足した組織です。
　「里山」とは人の手が加えられた環境に適応しながら、自立した生態系が維持されている二次的自然のことを指し、そうした関係は人類
が農耕を始めた縄文時代から維持されてきました。しかし化石燃料が登場し始めた1960年代以降は里山に人の手が入らなくなり日本中ど
こも荒れ放題になってしまいました。
　私たちのフィールド（約3.5ha）も同様で、かつて畑だったところには背丈よりも高いアズマネザサが隙間なく生い茂り、雑木林には低
木の常緑樹などがはびこっていて人も入れない状態でした。そこで重機を入れてササを根こそ
ぎ掘りおこし、下草を刈って林床にまで日の光が入るように整備しました。
　ところが春になってビックリする光景が・・・雑木林の西側斜面でキンラン、ギンランが咲き
出したのです。30年近く土の中で眠っていた自生のランが、林床が明るくなった途端に起き出
してきたのです。自然界の逞しさに感激すると同時に里山の再生は人間のためだけでなく生物
の多様性にとっても大事なことだと気付かされた出来事でした。

　栃木県下野市は、雷とともに夕立が多い地域です。雷は昔から「雷（らい）さま」と呼ばれ、豊かな作物を育て
る恵みの雨をもたらす存在としてあがめられてきました。雨降って地固まると言われるように、この情報紙が、豊
かな地域づくりにつながるように「らいさま」と名付けました。

　私たち市民にとって、よりよいまちづくりを進めるための基本的な考え方、ルールを定めた自治基本条例（平成
26年4月制定）は、特別な規制を設けるものではなく、日々さまざまな活動を行っていく中で、よりよい下野市の
まちづくりに役立てていこうとするものです。
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東京都稲城市で里山保全
活動に取り組む小林さん
に伺いました。

里山に咲いた
キンラン


